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～田植えは苗の活着を良くするため、天気が良く風の弱い日に行いましょう～

★田植え適期★

5/255/205/155/105/5

ひとめぼれ・ササニシキ

まなむすめ＜晩生品種＞

コシヒカリ・つや姫

晩生品種は田植えを遅ら

せると、出穂が遅くなり、

品質・収量低下に影響す

る可能性があります。

中生品種は田植えが早いと

出穂も早まり、冷害や高温

の影響を受けやすくなります。

～田植え後の水管理を徹底して初期生育の確保に努めましょう～

★水管理の目安★

気象庁の3カ月予報によると、向こう3カ月の平均気温は平年よりも高くなる見込みで

す。気温が高くなると雑草の生育が早まりますので、水稲除草剤の散布が遅れないよ

うに注意しましょう。水稲除草剤は田面が見えないように水位を保ち、かけ流しにな

らないように注意しましょう。
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土壌の硬化

代かき 落水【ガス抜き】

活着後は日中浅水（2～3㎝程度）

有効茎が確保されたら落水

中干し

田植え時の目標 稚　苗 中　苗

苗質（草丈／葉数） １０～１５㎝／２.１～２.５葉 １３～１８㎝／３.５～４.０葉

苗の活着限界温度 気温１３℃前後 気温１４℃前後

植　付　本　数 ４～５本／株 ３～４本／株

栽　植　密　度 ６０～７０株／坪（株間１８㎝～１６㎝）



体系処理（初期剤＋初中期一発

田植え後の水管理（5月中～下旬）

○田植え直後の水管理と活着促進！！

○活着後～分げつ始期

除草剤の使い方

下記は「こだわり米」の使用方法になりますが、JA米(指定栽培米)生産者の方も参考にしてください

一発処理（初中期一発剤）
こんな圃場に！

農薬名 使用量（10aあたり） 散布 備考
アットウＺ1㌔粒剤 1kg ・移植時、移植直後～ノビエ4葉期
アットウＺフロアブル 500ml
アットウＺジャンボ 40g×10個（400g）
アットウＺ400ＦＧ 400g

・移植3日後～ノビエ4葉期
いずれか
1剤使用

こんな圃場に！ ①漏水しがちな圃場

②抵抗性雑草が多い圃場

③毎年雑草が多発する圃場

※遅くても代かき後10日以内に散布

農薬名 使用量（10aあたり） 散布 備考
アットウＺ1㌔粒剤 1kg ・移植時、移植直後～ノビエ4葉期
アットウＺフロアブル 500ml
アットウＺジャンボ 40g×10個（400g）
アットウＺ400ＦＧ 400g

・移植3日後～ノビエ4葉期
いずれか
1剤使用

※薬剤の使用にあたっては、最新の農薬登録情報を必ず確認してご使用ください。

※移植後5日以内に散布

①田植え同時処理をする圃場

②抵抗性雑草が少ない圃場

③水もちが比較的良い圃場

田植え後の圃場に補植用苗が置いてある場合は、病害虫の発生

原因になりますので、早めに処分して下さい。

・天候が良い場合は浅水管理として水温・地温の上昇をはかり、分げつを促進しましょう。

・表層剥離や藻の発生が多い場合は除草剤の拡散や水温・地温の上昇に影響しますので、

薬剤を散布しましょう。 ※こだわり米は使用できません！！

（使用薬剤例：モゲトン粒剤 2～3kg／10a 表層剥離、藻の発生時に散布）

・低温時や強風の場合は、深水管理（5～6㎝）をしましょう。

・田植え後の1～2日は、植え傷みを少なくするために、やや深水にしましょう。

（目安：葉先が2～3㎝出る程度）

・その後は、水温・地温が最も高く保てるように、やや浅水（2～3㎝）を保ちましょう。

農薬名 使用量（10aあたり） 散布 備考
ピラクロン1㌔粒剤 1kg
ピラクロンフロアブル 500ml
ピラクロンジャンボ 30g×10個（300g）
ピラクロン300ＦＧ 300g

・植代後～移植7日前まで
・移植時、移植直後～ノビエ1.5葉期 いずれか

1剤使用・植代後～移植7日前まで
・移植直後～ノビエ1.5葉期


